
提
案
の
背
景
・
目
的

・
20

22
年

度
、
渡

邊
ゼ
ミ
で
は

「
大

谷
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ

ズ
ム
推

進
協

議
会

」
と
連

携
し
て
、
大
谷

石
の
採

掘
跡

地
(洞

窟
Ｘ

)の
Ｐ
Ｒ
方

法
に
つ
い
て
研

究
し
ま
し
た
。

「
洞

窟
Ｘ
」
の

研
究

「
観

光
PR

動
画

コ
ン
テ
ス
ト
」
を

宇
都

宮
市

で
開

催
す
る
こ
と
を

提
案

し
ま
す
！

2

ミ

秘
境
の
地
に
眠
る

大
谷
の
謎
を
発
見
し
よ
う

～
動

画
で

P
R
し
よ
う
大

谷
の

魅
力

～

宇
都
宮
共
和
大
学
シ
テ
ィ
ラ
イ
フ
学
部

2年
渡
邊
ゼ
ミ

富
岡

涼
介
・
藤
田

虎
流
・
中
田

芽
依
・
菅
又

美
優
・
水
野

龍
信
・
武
藤

咲
弥

学
生
提
案
成
果
報
告
⑴
　
①

【
提

案
の
要

旨
】

近
年

，
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

上
に

ア
ッ

プ
ロ

ー
ド

さ
れ

た
動

画
が

観
光

客
の

訪
問

の
き

っ
か

け

と
し

て
重

要
な

役
割

を
果

た
し

て
お

り
，

動
画

で
の

情
報

発
信

力
が

観
光

振
興

に
必

要
不

可
欠

に
な

っ
て

い
ま

す
。

一
般

的
に

観
光

に
お

け
る

動
画

は
来

訪
者

が
作

成
し

た
動

画
が

多
く

，
受

入
側

（
観

光
地

側
）

か
ら

の
発

信
が

少
な

い
状

況
で

す
。

そ
れ

ゆ
え

，
受

入
側

の
想

い
を

う
ま

く
伝

達
で

き
て

い
な

い
こ

と
が

課
題

と
な

っ
て

い
ま

す
。

ま
た

，
動

画
の

作
成

の
際

に
は

，
閲

覧
し

て
ほ

し
い

タ
ー

ゲ
ッ

ト
に

合
う

よ
う

に
発

信
す

る
メ

デ
ィ

ア
や

動
画

の
内

容
を

決
定

し
た

り
ア

レ
ン

ジ
し

た
り

す
る

こ
と

が
必

要
で

す
が

，
動

画
作

成
に

慣
れ

な
い

受
入

側
が

こ
う

し
た

コ
ツ
を
習
得
す

る
こ

と
は

容
易

で
は

あ
り

ま
せ

ん
。

私
た

ち
は

，
こ

う
し

た
課

題
を

抱
え

て
お

ら
れ

た
宇

都
宮

市
大

谷
地

区
に

あ
る

大
谷

石
の

採

掘
跡

地
を

活
用

し
て

ツ
ア

ー
を

催
行

し
て

い
る

団
体

と
連

携
し

，
若

者
を

タ
ー

ゲ
ッ

ト
と

し
て

意
識

し
た

オ
リ

ジ
ナ

ル
の

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
動

画
を

自
ら

撮
影

し
，

作
成

す
る

活
動

を
展

開
し

ま
し
た
。

宇
都

宮
や

大
谷

の
観

光
を

動
画

で
さ

ら
に

発
信

し
て

い
く

た
め

に
，

観
光

フ
ォ

ト
コ

ン
テ

ス

ト
と

同
じ

よ
う

に
，

「
観

光
Ｐ

Ｒ
動

画
コ

ン
テ

ス
ト

」
を

開
催

す
る

こ
と

を
提

案
し

ま
す

。
こ

れ
に

よ
っ

て
，

受
入

側
が

発
信

す
る

動
画

の
本

数
を

増
や

す
と

と
も

に
，

動
画

を
観

光
客

の
訪

問
の
き
っ
か

け
と

し
て

機
能

さ
せ

，
観

光
の

に
ぎ

わ
い

を
生

み
出

す
こ

と
が

期
待

で
き

ま
す

。

学
生

提
案
成

果
報
告
①

秘
境
の
地
に
眠
る
大
谷

の
謎

を
発

見
し

よ
う

～
動
画
で

し
よ
う
大

谷
の

魅
力

～

提
案

団
体
名

：
宇
都
宮

共
和

大
学

シ
テ
ィ
ラ

イ
フ

学
部

２
年
渡
邊
ゼ
ミ

メ
ン

バ
ー
：

◎
富
岡

涼
介

，
藤

田
虎
流

，
武

藤
咲

弥
，
菅

又
美
優

，

水
野

龍
信

，
中
田

芽
依

指
導

教
員
：

渡
邊

瑛
季

審
査

結
果
：

第
３
位
受

賞
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現
状

分
析

②
大
谷
に
関
す
る
主
な
動
画

（
１
）
数

分
程

度
の
長

め
の

動
画
が

多
い
。
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

に
は

観
光

を
PR

す
る
動

画
が

ほ
と
ん
ど
な
い
。

（
２
）
石

の
歴

史
や
採

掘
方
法

を
解

説
す
る
動

画
が

多
い
。

・
よ
り
短

時
間
で
見

ど
こ
ろ
が

わ
か

る
動

画
が

少
な
い
。

・
若

者
の

動
画

の
ニ
ー
ズ
に
合

致
し
て
い
な
い
。

6

現
状

分
析

①

①
宇
都
宮
市
の
観
光
振
興
プ
ラ
ン

SN
Sを

利
用
し
た
情
報
発
信
に
課
題

②
写
真
・
動

画
を
募
集
す
る
観
光

PR
コ
ン
テ
ス
ト

・
宇

都
宮

観
光

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

・
と
ち
ぎ
の

農
村

#フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

動
画

の
コ
ン
テ
ス
ト
は

開
催

さ
れ

て
い
な
い
。

5

洞
窟

Ｘ
の

説
明

②

洞
窟

Ｘ
内

の
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト
！

「
洞

窟
Ｘ
ツ
ア
ー
」
の

課
題

は
？

①
若

者
の

参
加

が
少

な
い
！

②
若

者
へ

の
洞

窟
Ｘ
ツ
ア
ー
の
Ｐ
Ｒ
が

足
り
な
い
！

動
画

を
拡

散
し
て
洞

窟
Ｘ
の

こ
と
を
知

っ
て
も
ら
お
う
！

4
（
写
真
：
渡
邊
ゼ
ミ
生
撮
影
）

洞
窟

Ｘ
の

説
明

①

「
洞

窟
Ｘ
ツ
ア
ー
」
っ
て
な
に
？

主
催

者
：
大

谷
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進

協
議
会

目
的

：
大

谷
石

の
採

掘
の
歴

史
や
採

掘
跡
地

が
あ
る
こ
と
を
知

っ
て
ほ

し
い

約
10

0年
前

の
大

谷
石

の
採

掘
跡

地
！

3
（
写
真
：
渡
邊
ゼ
ミ
生
撮
影
）
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【
提

案
】

・
宇

都
宮

観
光

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
内
に
動

画
部
門

を
作

成
。

「
シ
ョ
ー
ト
ム
ー
ビ
ー
」
制

作
で
発

信
力
の

あ
る
若

者
に

知
っ
て
も
ら
い
、
拡

散
し
て
も
ら
う
。

・
コ
ン
テ
ス
ト
の

受
賞

者
は
、
宇

都
宮
市

か
ら
動

画
を
表

彰
い
た
だ
く
こ
と
で
、
行

政
の

お
墨

付
き
の

動
画

と
な
る
。

【
効

果
】

・
動

画
を
通

し
て
大

谷
地

区
の

知
名

度
が
向

上
し
、
若

者
を

中
心

と
し
た
観

光
客

が
増

え
る
。

・
地

域
住

民
が

一
体

と
な
る
こ
と
で
大

谷
地
区

に
活

気
が

沸
き
、
に
ぎ
わ

い
が

創
出

さ
れ

る
。

政
策

提
案

7

142 143




